
運 営 規 程 

サンアップルホームデイサービスセンター 

 

（事業の目的） 

第 1条 この事業所が行う通所介護（以下「指定通所介護」という。）の事業は、要介護 

  又は要支援状態（介護予防対象）となった場合においても、その利用者が可能なかぎ 

  りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ 

  う、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感 

  の解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図 

  ることを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第 2条 指定通所介護の提供にあたっては、利用者の心身の状況、希望及びその置かれて 

  いる環境を踏まえて、機能訓練等の目標を達成するための具体的なサービスの内容 

  等を記載した通所介護計画に基づき、利用者の機能訓練及びその者が日常生活を営 

  むことができるよう必要な援助を行う。 

  2 通所介護従業者は、指定通所介護の提供にあたっては、懇切丁寧に行うことを旨 

   とし、利用者又はその家族に対し、サービスの提供方法等について、理解しやすい 

   ように説明を行う。 

  3 指定通所介護の提供にあたっては、介護技術の進歩に対応し、適切な介護技術を 

   もってサービスの提供を行う。 

  4 指定通所介護は、常に利用者の心身の状況を的確に把握しつつ、相談援助等の生 

   活指導、機能訓練その他必要なサービスを利用者の希望に添って適切に提供する。 

   特に、痴呆の状態にある要介護者等に対しては、必要に応じ、その特性に対応し 

   たサービスの提供ができる体制を整える。 

 

（事業所及び出張所の名称及び所在地） 

第 3条 この事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

    名 称   サンアップルホームデイサービスセンター浜の町 

    所在地   青森県弘前市大字浜の町東 5丁目 24番地 3 

 

  2 出張所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

    名 称   サンアップルホームデイサービスセンター 

    所在地   青森県弘前市大字高杉字尾上山 350 

 



 

 

（従業者の職種、員数及び職務内容） 

第 4条 従業者の職種・員数及び職務内容は、別表のとおりとする。（別表 1参照） 

 

 

（事業所の営業日、営業時間及びサービス提供時間） 

第 5条 事業所の営業日、営業時間及びサービス提供時間は、以下のとおりとする。 

    営   業   日    365日（年中無休） 

    営 業 時 間    8：00～17：00 

    サービス提供時間     9：00～16：00 

 

 2  出張所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

    営  業  日    月曜日から金曜日までとする。 

    営 業 時 間    8：00～17：00 

    サービス提供時間   9：00～16：00 

 

（事業所の利用定員） 

第６条 指定通所介護事業所及び指定予防通所介護の利用定員は次のとおりとする。 

    1単位 39名（通常規模） 

2  出張所の指定通所介護及び指定介護予防通所介護の利用定員は、次のとおりとする。 

   1単位 10名（通常規模） 

 

（利用料等の受領） 

第 7条 指定通所介護事業者は、法定代理受領サービスに該当する指定通所介護を提供し 

  た際には、その利用者から利用料の一部として、当該指定通所介護に係る居宅介護 

  サービス費用基準額又は居宅支援サービス費用基準額から当該指定通所介護事業者 

  に支払われる居宅介護サービス費又は居宅支援サービス費の額を控除して得た額の 

  支払いをうけるものとする。（別表 2参照） 

  2 指定通所介護事業者は、法定代理受領サービスに該当しない指定通所介護を提供 

   した際には、その利用者から支払いを受ける利用料の額と、指定通所介護に係る居 

   宅介護サービス費用基準額又は居宅支援サービス費用基準額との間に不合理な差額 

   が生じないようにする。 

  3 指定通所介護事業者は、前 2項の支払いを受ける額のほか、次の各号に掲げる費 

   用の額の支払いを利用者から受けることができる。 

   一 食費 



   二 利用者の選定により通常の事業の実施地域以外の地域に居住する利用者に対し 

    て行う送迎に要する費用 

   三 指定通所介護に通常要する時間を越える指定通所介護であって利用者の選定に 

    係るものの提供に伴い必要となる費用の範囲内において、通常の指定通所介護に 

    係る居宅介護サービス費用基準額又は居宅支援サービス費用基準額を越える費用 

   四 前各号に掲げるもののほか、通所介護の提供において提供される便宜のうち、 

    日常生活においても通常必要となるものに係る費用であって、その利用者に負担 

    させることが適当と認められる費用 

   五 指定通所介護事業者は、前各号の費用の額に係るサービスの提供にあたっては 

    あらかじめ、利用者又はその家族に対し、当該サービスの内容及び費用について 

    説明を行い、利用者の同意を得なければならない。 

 

 

（通常の事業の実施地域） 

第 8条 本体事業所の通常の事業実施地域は、弘前市・藤崎町のほか中津軽郡・南津軽郡

の地域とする。（予防通所介護の実施地域は弘前市）出張所においても同様とする。 

 

（サービス利用にあたっての留意事項） 

第 9条 指定通所介護事業所の管理者は、利用者の心身の状況、希望及びその置かれてい 

   る環境を踏まえて、機能訓練等の目標、当該目標を達成するための具体的なサービ 

   ス内容等を記載した通所介護計画を作成する。 

  2 指定通所介護事業所の管理者は、それぞれの利用者に応じた通所介護計画を作成 

   し、利用者又はその家族に対し、その内容等について説明する。 

  3 通所介護計画の作成にあたっては、既に居宅サービス計画が作成されている場合 

   は、当該居宅サービス計画の内容に沿って作成する。 

  4 通所介護事業所の管理者は、それぞれの利用者について、通所介護計画に従った 

   サービスの実施状況及び目標の達成状況の記録を行う。 

 

（非常災害対策） 

第 10条 非常災害に備えて必要な設備を設け、防災、避難に関する計画を作成する。 

  2   非常災害に備え、年 2回総合訓練を行う。 

3 消防法に基づき防火管理者を置き、年間の計画を消防署に届けるものとする。 

 

（緊急時等における対応方法） 

第 11条 サービス提供時において契約者に病状の急変が生じた場合は、速やかにご家族、

居宅介護支援事業者ならびに医療機関に連絡を行うとともに必要に応じ医療機



関への搬送を行う。 

2   事故の発生時には、上記の関係機関の他、市町村に連絡すると共に、事故の状況

及び事故に際してとった処置について記録し、その原因を解明し、再発生を防ぐ

ための対策を講ずる。尚、当事業所は、損害保険ジャパン保険株式会社と損害賠

償保険契約を結んでいる。 

 

（秘密保持） 

第 12条 通所介護従業者等は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

  2 利用目的等については、同意書のとおりとする。（個人情報利用同意書参照） 

 

（衛生管理） 

第 13条 指定通所介護事業者は、利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供

する水について衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講ずる。 

2 指定通所介護事業者は、当該指定通所介護事業所に於いて感染症がまん延しな 

いよう必要な措置を講ずる。  

 

（ハラスメント防止） 

第 14条 指定通所介護事業所は職場におけるハラスメントの防止のための次の措置を講

じるものとする。 

2 職場におけるハラスメントの内容及びハラスメント防止のための従業員に対する 

研修を定める。 

3 相談、苦情処理体制の整備。 

4 その他のハラスメント防止のために必要な措置。 

 

（虐待防止） 

第 15条 指定通所介護事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止す

るため次の措置を講ずるものとする。 

2 虐待防止のための対策を検討する委員会（通信機器等を活用して行うことができる

ものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に周知徹底

を図る 

3 虐待防止のための指針の整備 

4 虐待を防止するための定期的な研修の実施 

5 前 4号に掲げる措置を適切に実施するための担当者の設置 

4 6 指定通所介護事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利

用者の家族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を

発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。 



 

（業務継続） 

第 16条 指定通所介護事業者は感染症や災害が発生した場合にあっても、利用者が継続

して指定通所介護の提供が受け入れるよう、指定通所介護の提供を継続的に実

施する。また非常時の体制で早期の業務再開を図るため、次の措置を講じるも

のとする。 

  2 感染症、災害に係る業務継続計画の策定。 

  3 感染症、災害に係る研修と訓練の実施。 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第 17条 指定通所介護事業者は、利用者に対し適切な指定通所介護を提供できるよう、 

    指定通所介護事業所ごとに従業者の勤務の体制を定める。 

  2 指定通所介護事業者は、利用定員を越えて指定通所介護の提供を行わない。 

  3 指定通所介護事業者は、利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に 

   供する水について衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講ずる。 

  4 指定通所介護事業者は、当該指定通所介護事業所に於いて感染症がまん延しな 

   いよう必要な措置を講ずる。 

  5 指定通所介護事業者は、指定通所介護従業者の資質の向上のために、その研修 

   の機会を確保する。 

 

第 18条 この規程に定める事項のはか、運営に関する重要事項は社会福祉法人 七峰会 

    と指定通所介護事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

 

 

付 則 

     この規程は平成１２年４月１日より施行する。 

          平成１３年１月１日改正する。（建物の拡張による利用定員） 

          平成１３年１０月１日改正する。（利用定員） 

          平成１７年１０月１日改正する。（食費） 

          平成１８年２月１０日改正する。（利用定員） 

          平成１８年４月１日改正する。（利用料） 

平成２０年５月２１日改正する。（栄養マネジメント体制の変更） 

平成２１年４月１日改正する。（個別機能訓練体制・利用料） 

平成２４年２月１日改正する。（利用定員） 

平成２４年４月１日変更する。 



（営業時間及びサービス提供時間/介護報酬改定） 

平成２５年４月１日変更する。 

平成２６年４月１日変更する。（介護報酬改定） 

平成２７年４月１日変更する。（介護報酬改定） 

          平成２８年４月１日変更する。（利用料） 

平成２９年４月１日変更する。（利用料） 

平成３０年４月１日変更する。（事業所規模変更/介護報酬改定） 

平成３１年４月１日変更する。（利用料） 

令和元年１０月１日変更する（利用料） 

令和２年５月１８日改正する。 

（第１１条に秘密保持及び第１２条に衛生管理) 

令和２年８月３１日改正する。 

（第１１条に緊急時等における対応方法、以下順次 1条

ずつ繰り上げる) 

令和３年４月１日改正する。 

（第１４条にハラスメント防止、第１５条に虐待防止、第１

６条に業務継続を追加し以下順次１条ずつ繰り上げる。介

護報酬改正、利用料、従業者員数） 

          令和４年４月１日改正する。 

（個別機能訓練体制・利用料、従業者員数） 

          令和５年４月１日変更する。（従業者員数） 

          令和７年７月１日改正する。 

              （第３条事業所及び出張所の名称及び所在地、第４条従業 

者員数、第５条営業日及び営業時間、第６条利用定員、 

第８条通常の実施地域） 

令和 8年 4月１日改正する。 

              （第３条事業所及び出張所の名称及び所在地、第４条従業 

者員数、第６条利用定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



重 要 事 項 説 明 書 

サンアップルホームデイサービスセンター 

 

１.事業者について 

事業者の名称 ：社会福祉法人七峰会 

代表者名   ：理事長 大平 和夫 

事業者の所在地：〒０３６－８３５６ 青森県弘前市大字下白銀町２１番地８ 

電話番号   ：０１７２－３３－８８６１ 

 

２.事業所について 

事業所の名称 ：サンアップルホームデイサービスセンター浜の町 

事業所番号  ：０２７０２００５０４ 

代表者名   ：総合施設長 東谷 康生 

事業者の所在地：〒０３６－８３２３ 青森県弘前市大字浜の町東５丁目 24 番地３ 

電話番号   ：０１７２－２６－５３３０ 

FAX 番号   ：０１７２－２６－５３３２ 

 

出張所の名称 ：サンアップルホームデイサービスセンター 

事業所番号  ：０２７０２００５０４ 

代表者名   ：総合施設長 東谷 康生 

事業者の所在地：〒０３６－８３０２ 青森県弘前市大字高杉字尾上山３５０ 

電話番号   ：０１７２－２６－５３３０ 

FAX 番号   ：０１７２－２６－５３３２ 

 

 

３.事業の目的 

本事業は、高齢者が要介護状態又は要支援状態(介護予防)となった場合においても、

その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活

を営むことができるように日常生活上のお世話および機能訓練を行うことにより、利

用者の社会的孤立感の解消および心身の機能維持、ならびに利用者の家族の身体的・

精神的負担の軽減を図ることを目的とします。 

 

４.運営方針 

本事業は，利用者の心身の状況、希望および置かれている環境を踏まえて、機能訓

練等の目標を達成するための具体的な内容等を示した｢通所介護計画｣に基づき、利用



者の機能訓練およびその方が日常生活を営むことができるよう必要な援助を行います。 

 

５.営業日および営業時間について 

  営  業  日 ： ３６５日（年中無休） 

  営 業 時 間 ： ８時００分～１７時００分 

 サービス提供時間： ９時００分～１６時００分 

 

（出張所） 

  営  業  日 ： 月曜日～金曜日まで 

  営 業 時 間 ： ８時００分～１７時００分 

 サービス提供時間： ９時００分～１６時００分 

 

６.利用定員   サンアップルデイサービスセンター浜の町   3９名 

サンアップルデイサービスセンター      10 名 

         

 

７.職員体制および勤務体制 

 別表１参照 

  

８.利用料について 

 別表２参照 

  法定代理受領サービスに該当する指定通所介護サービスを提供した場合の自己負担額 

                           （厚生労働省の規定に則る）  

 

９.通常の事業の実施地域 

  弘前市、藤崎町の他、中津軽郡・南津軽郡とする。 

 

１０.事業の具体的内容 

  ・入浴､排泄等の介助 

・昼食の提供､送迎､機能訓練等の援助 

・その他「通所介護計画」に基づいた必要な援助 

 

１１.守秘義務 

① 事業者およびサービス提供者は、サービスを提供する上で知り得た利用者およびそ

の家族に関する事項を正当な理由なく第三者に漏らしません。 

② 事業者は、契約者の緊急の医療上の必要性がある場合には、医療機関等に契約者の



心身等に関わる情報を提供できるものとします。 

③ 事業者は、契約者に係る他の居宅サービス提供事業者との連携を図るなど正当な

理由がある場合に限り、あらかじめ文書による同意を得た上で、必要な範囲内で

契約者または契約者の家族等の個人情報を用いることができるものとします。 

 

１２.緊急時の対応について 

サービス提供時において契約者に病状の急変が生じた場合は、速やかにご家族、居

宅介護支援事業者ならびに医療機関に連絡を行うとともに必要に応じ医療機関への搬

送を行います。 

事故の発生時には、上記の関係機関の他、市町村に連絡すると共に、事故の状況及

び事故に際してとった処置について記録し、その原因を解明し、再発生を防ぐための

対策を講じます。 

  尚、当事業所は、損害保険ジャパン株式会社と損害賠償保険契約を結んでいます。 

 

 

 

１３.業務継続について 

指定通所介護事業者は感染症や災害が発生した場合にあっても、利用者が継続して

指定通所介護の提供が受け入れるよう、指定通所介護の提供を継続的に実施する。ま

た非常時の体制で早期の業務再開を図るため、次の措置を講じるものとする。 

①  感染症、災害に係る業務継続計画の策定。 

②  感染症、災害に係る研修と訓練の実施。 

 

１４.苦情処理について 

事業者は、当事業所自らが提供した指定通所介護サービス等に対する苦情に対し、

苦情受け付け窓口を設置し、契約者の苦情に迅速かつ適切に対応します。 

苦情受付担当者：中村 浩成 

苦情処理フロー 

    

   

 

 

 

                      

 

 

御利用者 

苦情担当（生活相談員） 

事業所の苦情処理検討委員会 

サンアップルホームグループ総合施設長 

管理者 生活相談員 

御利用者 事業所内に苦情内容及びその解決方法を掲示 



 

 

 

当事業所以外に、お住まいの市町村及び青森県国民健康保険団体連合の相談・苦

情窓口等に苦情を伝えることができます。 

ア 福祉サービス苦情受付第三者委員(七峰会本部)  

社会福祉法人 七峰会監事     工藤伸役氏 ０１７２－３３－８８６１ 

社会福祉法人 七峰会監事     吉川良大氏 ０１７２－３３－８８６１ 

イ 弘前市福祉部介護福祉課   （苦情相談窓口） ０１７２－４０－７０９９ 

ウ 青森県国民健康保険団体連合会（苦情処理委員会）０１７－７２３－１３３６ 

 

１５.虐待防止について 

事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待防止のために、責任者を選定し、従業者に

対する虐待防止を啓発・普及のために研修を実施します。 

      虐待防止に関する責任者：中村 浩成 

 

令和  年  月  日 

  

 

指定通所介護の提供の開始に際し、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。 

 

サンアップルホームデイサービスセンター  

説明者職名   生活相談員 

氏   名                 印 

 

 

私は、本書面に基づいて事業者から重要事項の説明を受け、指定通所介護サービスの提供

開始に同意しました。 

 

利 用 者      住  所    

 

氏  名                  印 

  

 



個人情報利用同意書 

 私（及び私の家族）の個人情報の利用については、下記により必要最小限の範囲内で使

用することに同意します。 

                   記 

１ 使用目的 

(1) 介護サービスの提供を受けるにあたって、介護支援専門員と介護サービス事業者との

間で開催されるサービス担当者会議において、利用者の状態、家族の状況を把握するため

に必要な場合。 

(2) 上記(1)の外、介護支援専門員又は介護サービス事業所との連絡調整のために必要な

場合。 

(3) 現に介護サービスの提供を受けている場合で、私が体調等を崩し又はケガ等で病院へ

行ったときで、医師・看護師等に説明する場合。 

 

２ 個人情報を提供する事業所 

(1) 居宅サービス計画に掲載されている介護サービス事業所 

(2) 病院又は診療所（体調を崩し又はケガ等で診療することとなった場合） 

(3) 科学的に効果が裏付けられた自立支援・重度化防止に資する質の高いサービス提供の

推進を目的とし、LIFE を用いた厚生労働省（弘前市・青森県の関連機関含む）へのデータ

提出とフィードバックの活用 

 

３ 使用する期間 

サービスの提供を受けている期間 

 

４ 使用する条件 

(1) 個人情報の利用については、必要最小限の範囲で使用するものとし、個人情報の提供

に当たっては関係者以外の者に洩れることのないよう細心の注意を払う。 

(2) 個人情報を使用した会議、相手方、個人情報利用の内容等の経過を記録する。 

                          令和   年   月   日 

事業所の名称 サンアップルホームデイサービスセンター 

              総合施設長 東 谷 康 生 殿 

住所  

氏名                     印 

            （家族）住所  

                氏名                     印 


